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地域で防災訓練（桜ヶ丘２丁目）

住民と　ともに協働のまちづくり
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桜
ヶ
丘
二
丁
目
自
治
会
（
椎
木
固
会
長
）

で
は
、
い
つ
襲
う
か
も
知
れ
な
い
災
害
に

備
え
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
、
通
常
の
訓
練
は
大
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達
に
も
災
害
時
の

生
活
知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
、

小
学
生
を
対
象
に
し
た
遊
び
な
が
ら
防
災

を
学
べ
る
「
子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン

プ
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

訓
練
し
な
が
ら
と
て
も
楽
し
く
参
加
で

き
る
と
好
評
で
、
同
自
治
会
で
は
さ
ら
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
と
な
り
近
所

の
皆
さ
ん
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
く
参
加

で
き
る
訓
練
も
出
来
な
い
か
と
も
話
し
合

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
昨
年
、

内
閣
府
が
地
域
で
独
自
に
行
わ
れ
て
い
る

優
れ
た
防
災
教
育
を
全
国
的
に
紹
介
す
る

た
め
に
実
施
す
る
「
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
」
へ
の
応
募
が
き
っ
か
け（
２
０

１
０
年
度
「
防
災
教
育
特
別
賞
」
を
受
賞
）

と
な
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
参
加
で
き
る

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
訓
練
」
に
挑
戦
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
は
広

報
か
ん
ま
き
４
２
４
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
、
地
区
内
の
子
ど
も
達
を

対
象
に
し
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
、
ゲ
ー

ム
な
ど
を
取
り
入
れ
た
防
災
学
習
や
実
際

に
消
火
器
を
使
っ
た
訓
練
、
リ
ヤ
カ
ー
や

担
架
を
使
っ
た
救
出
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

町
内
の
自
治
会
で
は
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
達
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
由
に

参
加
で
き
る
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
訓
練
」
を
２
０
１
０
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
か
た
に
も
楽
し
み
な
が
ら
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
好
評
な
訓
練
の
詳
細
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
要
援
護
者
避
難
訓
練

楽
し
み
な
が
ら
地
域
で

桜ヶ丘２丁目自治会
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ま
ず
は
、
そ
の
キ
ャ
ン
プ
に
あ
わ
せ
て

大
人
た
ち
も
参
加
で
き
る
「
災
害
時
要
援

護
者
避
難
訓
練
」
も
併
せ
て
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

訓
練
に
は
役
場
関
係
者
や
町
内
各
自
治

会
関
係
者
も
参
加
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

本
部
、
安
否
確
認
班
、
救
助
班
な
ど
に
別

れ
て
行
い
ま
し
た
。

被
災
後
、
多
数
の
要
援
護
者
が
地
域
内

に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
想
定
し
て
、
ま

ず
安
否
確
認
班
が
地
域
内
を
く
ま
な
く
探

索
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

探
索
中
に
地
域
内
各
地
に
配
置
し
た
住

民
の
か
た
が
扮
す
る
要
援
護
者
に
遭
遇
す

る
と
、
発
見
者
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
本

部
に
連
絡
。
リ
ヤ
カ
ー
や
車
椅
子
・
担
架

な
ど
を
用
意
し
た
救
護
班
が
現
場
へ
駆
け

つ
け
ま
す
。

第
一
回
目
の
訓
練
の
後
、
同
自
治
会
で

は
高
齢
者
の
一
人
暮
し
や
体
の
不
自
由
な

か
た
な
ど
で
、
災
害
時
に
は
救
援
を
希
望

す
る
か
た
を
事
前
に
把
握
し
て
い
く
た
め

の
調
査
票
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
同

意
・
手
上
げ
方
式
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ご
近
所
の
手
前
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
も
あ
り
、
実
現
を
危
ぶ
む
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
に
理
解
を
求
め
て
調
査
を

し
ま
し
た
と
こ
ろ
好
評
で
、
約
七
十
名
の

か
た
が
援
護
を
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
逆
に
地
域
に
何
か
あ

っ
た
と
き
に
は
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
登
録
さ
れ
た
か
た
は
二
百
三
十
名
に
登

り
、
地
域
の
か
た
の
救
援
活
動
へ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
こ
の
調
査
に
よ
り
医
師
や
看
護

師
、
保
育
士
か
ら
消
防
・
警
察
、
土
木
関

係
者
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
つ
か
た
を
始

め
、
子
守
り
や
安
否
確
認
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
地
域
に
貢
献
で
き
る
と
申
し
出

て
こ
ら
れ
た
か
た
が
多
数
お
ら
れ
、
日
頃

の
生
活
で
は
表
に
出
ず
に
埋
も
れ
て
い
た
、

ご
近
所
パ
ワ
ー
の
厚
さ
を
再
確
認
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

自
治
会
で
は
「
予
想
以
上
の
支
援
者
登

録
数
で
驚
い
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

の
助
け
合
い
意
識
の
高
さ
に
お
ど
ろ
か
さ

れ
ま
し
た
」
と
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
協
力

に
ホ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
高
ま
っ
た
地
域
の
防
災
意

識
を
更
に
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

避
難
訓
練
を
「
子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ

ン
プ
」
か
ら
独
立
さ
せ
て
単
独
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

被
害
の
状
況
を
確
認
し
た
後
、
要
援
護

者
を
本
部
ま
で
搬
送
す
る
手
順
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
高
学
年
で
作

る
「
こ
ど
も
班
」
も
結
成
し
て
同
様
の
訓

練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
は

「
救
護
班
が
来
る
の
が
遅
か
っ
た
」
な
ど
の

反
省
点
を
率
直
に
か
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
的

な
参
加
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
の
真
剣
な

取
り
組
み
が
う
か
が
え
る
な
ど
、
地
域
全

体
で
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
大
人
達
は
人
間
関
係
を
気
に
か

け
、
問
題
点
を
遠
慮
が
ち
に
語
る
の
に
対

し
、
子
ど
も
達
の
ほ
う
が
率
直
に
厳
し
い

指
摘
を
し
た
そ
う
で
す
。

ご
近
所
さ
ん
パ
ワ
ー
で

中
身
の
濃
い
救
助
活
動
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11
月
20
日
に
地
区
内
の
公
園
を
メ
イ
ン

会
場
に
し
て
行
わ
れ
た
災
害
時
要
援
護
者

避
難
訓
練
で
は
、
実
際
に
災
害
時
に
は
助

け
を
希
望
す
る
「
要
援
護
者
」
に
登
録
さ

れ
た
か
た
も
参
加
し
、
本
番
さ
な
が
ら
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
約
百
三
十
名
が
参
加
し
た
訓

練
で
は
消
火
訓
練
を
始
め
、
婦
人
会
に
よ

る
炊
き
だ
し
、
大
形
工
具
を
使
っ
た
障
害

物
除
去
訓
練
、
被
災
者
を
搬
送
す
る
訓
練

な
ど
多
彩
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

同
自
治
会
で
は
「
ご
近
所
の
か
た
の
顔

を
見
せ
る
こ
と
が
防
災
で
す
。
色
々
な
イ

ベ
ン
ト
で
顔
を
合
わ
せ
て
会
話
を
繋
げ
て

か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
設
置

自
治
会
で
は
災
害
時
の
避
難
場

所
に
も
指
定
さ
れ
、
避
難
訓
練
の

会
場
に
な
っ
て
い
る
桜
ヶ
丘
二
丁

目
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
か
ま
ど
ベ
ン
チ

を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
は
、

滋
賀
県
立
彦
根
工
業
高
校
の
発
案

に
よ
る
も
の
で
、
レ
ン
ガ
囲
い
の

土
台
の
う
え
に
木
製
の
座
板
を
載

せ
た
も
の
で
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
、

普
段
は
ベ
ン
チ
と
し
て
使
用
し
ま

す
が
、
災
害
時
に
は
座
板
部
分
を

鉄
筋
で
作
っ
た
網
と
交
換
す
る
こ

と
に
よ
り
か
ま
ど
に
変
身
し
ま
す
。

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後
も
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
み
ん
な
で
楽
し
く
参
加

で
き
る
自
主
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ご
近
所
総
勢
の

災
害
時
要
援
護
者
避
難
訓
練



服部台自治会

自治会が町の広報板を修理

「
健
康
上
牧
21
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、

11
月
28
日（
月
）に
２
０
０
０
年
会
館
で
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
体
力
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
六
十
歳
以
上
の
か
た
、
七
十
三
名

は
、
長
座
体
前
掘
、
上
体
起
こ
し
、
開
眼
片
足

立
ち
、
十
ｍ
障
害
物
歩
行
、
六
分
間
歩
行
の
体

力
測
定
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
応
じ
た

体
力
数
値
と
今
回
の
記
録
と
を
比
べ
な
が
ら
、

健
康
の
大
切
さ
を
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
に
と
っ

て
、
健
康
と
は
自

分
ら
し
く
生
き
活

き
と
し
た
生
活
を

お
く
る
こ
と
で
す
。

「
健
康
上
牧
21
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
」

で
は
、
そ
の
実
践

活
動
と
し
て
今
後

も
体
力
測
定
を
行

い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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「
地
域
で
で
き
る
こ
と

は
地
域
で
」
を
合
い
言

葉
に
自
治
会
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
服
部
台

自
治
会（
三
浦
詔
俊
会
長
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
町
内

の
老
朽
化
し
た
広
報
板

の
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

老
朽
化
し
た
町
の
広

報
板
の
板
を
新
し
い
板

と
交
換
し
、
ペ
ン
キ
を

塗
っ
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

同
自
治
会
で
は
今
後

も
、
同
様
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
か
れ
る
そ

う
で
す
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
大
和
黎
明
保
育
園
と
や
ま

び
こ
保
育
園
（
旧
上
牧
町
立
第

二
・
三
保
育
所
）で
は
造
形
保
育

の
成
果
を
発
表
す
るC

H
IL
D
R
E
N

S
M
U
S
iU
M
2
0
1
1

を
開
催
し
ま

し
た
。

ク
ラ
ス
全
員
で
仕
上
げ
た
作

品
や
個
人
の
作
品
な
ど
多
数
が

出
展
さ
れ
、
上
牧
町
長
特
別
賞

を
含
む
優
れ
た
作
品
は
役
場
玄

関
前
ロ
ビ
ー
で
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
か
た
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

西大和黎明保育園とやまびこ保育園

CHILDREN S MUSiUM2011

高齢者の体力測定を開催
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青
少
年
問
題
講
演
会

▼
と
　
き

１
月
23
日（
月
）

受
付
　
午
前
９
時
30
分
　
開
演
午
前
10
時

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
内
　
容

・
朗
読
　
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」

朗
読
家
　
あ
さ
い
　
あ
さ
こ

・
講
演
　
「
里
山
自
然
栽
培
か
ら
見
た
食
育

〜
い
の
ち
を
い
た
だ
く
〜
」

講
師
　
里
山
自
然
農
法
協
会
理
事

矢
田
山
自
然
塾
代
表
　
松
川
一
人
さ
ん

▼
対
　
象

町
内
在
住
の
か
た

▼
費
　
用

無
料

▼
問
合
先

社
会
教
育
課

役
場
内
線
５
１
５
番

高
齢
者
教
養
講
座
開
催

脳
卒
中
の
予
防
と
発
症
時
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
の
知
識
を
習
得
す
る
た
め
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
高
齢
者

教
養
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

２
月
12
日（
日
）
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
多
目
的
室

▼
内
　
容

・
講
演
　
「
覚
え
て
お
き
た
い
脳
卒
中
対
策
」

〜
脳
卒
中
と
は
・
脳
卒
中
の
予
防
〜

講
師
　
奈
良
県
立
医
科
大
学
脳
神
経
外
科

教
授
　
中
瀬
　
裕
之
さ
ん

▼
対
　
象

町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た

▼
費
　
用

無
料

▼
申
込
方
法

１
月
26
日
（
木
）
ま
で
に
、
シ

ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
か
た
は
地
区
会
長

に
、
会
員
以
外
の
か
た
は
生
き
活
き
対
策

課
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

公
的
年
金
受
給
者
の

確
定
申
告
の
手
続
き
が
変
更

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か

た
の
確
定
申
告
の
手
続
き
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的

年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
を
ゆ
う
す
る

か
た
で
、
以
下
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不

要
と
な
る
旨
、
所
得
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
と

な
る
場
合

「
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
（
二
か

所
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
合
計
額
）が
四

百
万
円
以
下
」
で
「
公
的
年
金
な
ど
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円

以
下
」
に
該
当
す
る
場
合

こ
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、

・
例
え
ば
、
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な

ど
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
詳
し
く
は
葛
城
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
）

・
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。（
詳
し
く
は
役
場
税
務
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。）

▼
問
合
先

税
務
課

役
場
内
線
１
２
３
・
１
４
７
番

葛
城
税
務
署
　

22
ー
２
７
２
１
番

間
も
な
く

国
保
証
の
切
替
え
で
す

国
民
健
康
保
険
税
の
適
正
・
公
平
の
一

環
と
し
て
、
地
方
税
法
に
規
定
す
る
国
民

健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
滞
納
世
帯
に
対

し
て
、
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
基
づ

き
発
行
す
る
被
保
険
者
証
（
短
期
被
保
険

者
証
）
の
交
付
を
見
直
し
、
約
一
年
が
経

過
し
ま
す
。

過
去
五
年
間
内
で
滞
納
さ
れ
て
い
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
納
付
額
に
応
じ

て
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
が
一
か
月
か

ら
三
か
月
間
の
短
期
証
を
発
行
し
、
継
続

的
な
納
付
が
な
い
滞
納
世
帯
に
つ
い
て
は

資
格
証
の
発
行
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
病
気
や
失
業
な
ど
で
納
期
限
ま
で

に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
放
置
せ

ず
早
め
の
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
保
険
証
の
有
効
期
間

・
保
険
税
完
納
の
場
合
　
　
　
　
一
年

・
保
険
税
納
付
額
三
十
％
未
満
　
一
か
月

・
保
険
税
納
付
額
三
十
％
以
上
九
十
九
％
以
下

三
か
月

た
だ
し
、
世
帯
に
原
爆
一
般
疾
病
医
療

費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か
た
や
十
八
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
か
た
が
お
ら
れ
る
場
合
は
、

有
効
期
間
を
六
か
月
と
す
る
被
保
険
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

▼
問
合
先

徴
収
課

役
場
内
線
１
２
５
・
１
５
０
番

上
牧
町
職
員
　
募
集

来
年
度
採
用
の
保
健
師
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
　
種

保
健
師

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
資
　
格

保
健
師
の
資
格
を
持
つ
か
た
で

（
来
年
３
月
取
得
見
込
を
含
む
）

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た

▼
必
要
書
類

履
歴
書
・
資
格
取
得
（
保
健

師
国
家
試
験
受
験
資
格
見
込
）
証
明
書

▼
給
　
与

上
牧
町
給
与
条
例
の
定
め
に
よ

る
。
そ
の
ほ
か
、
住
居
手
当
、
扶
養
手
当
、

期
末
勤
勉
手
当
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
条
件
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
２
月
10
日

（
金
）ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

▼
問
合
先

秘
書
課

役
場
内
線
２
３
６
番
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平
成
23
年
分
確
定
申
告

相
談
と
受
付

【
申
告
・
納
税
期
限
に
つ
い
て
】

平
成
23
年
分
の
申
告
と
納
税
は
、

所
得

税
は
、
２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
木
）

ま
で
で
す
。（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
た

だ
し
、
２
月
19
日
（
日
）
と
26
日
（
日
）
に
限

り
、
葛
城
税
務
署
に
て
相
談
受
付
を
行
い

ま
す
。

確
定
申
告
の
相
談
・
受
付

☆
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
の
相
談
会

▼
と
き
・
と
こ
ろ

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
２

月
３
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
９
時
30
分
か
ら

正
午
と
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館
（
王
寺
町
王
寺
）

税
理
士
、
税
務
署
員
受
付

▼
と
き
・
と
こ
ろ

２
月
７
日
（
火
）
、
８
日

(

水
）
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

河
合
町
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル（
河
合
町
高
塚
台
）

税
理
士
・
税
務
署
員
受
付

☆
地
区
相
談
会
（
税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告

書
の
書
き
方
な
ど
の
相
談
）

▼
と
き
・
と
こ
ろ

２
月
16
日
（
木
）
か
ら
22

日
（
水
）
ま
で
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

と

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室
。

税
理
士
・
税
務
署
員
に
よ
る
受
付

土
・
日
曜
日
は
、
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。

各
会
場
と
も
譲
渡
所
得
（
土
地
・
株
式
）
、

贈
与
税
、
相
続
税
の
相
談
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

※
開
設
時
間
は
右
記
の
と
お
り
で
す
が
、
受

付
時
間
に
つ
い
て
は
混
雑
の
状
況
に
よ
り

訂
正
と
お
詫
び

先
月
号
の
４
ペ
ー
ジ
「
体
育
祭
の
結
果
」

の
記
事
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
詫
び
申
上
げ
ま
す
。

地
区
対
抗
リ
レ
ー
　
男
子
優
勝

（
正
）
片
岡
台
三
丁
目

（
誤
）
新
町
・
三
軒
屋

第
33
回
町
民
雪
中
登
山

参
加
者
募
集

第
三
十
三
回
雪
中
登
山
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

２
月
５
日（
日
）
午
前
８
時
に
役

場
前
集
合
・
現
地
へ
は
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ

葛
城
山
（
御
所
市
）

▼
参
加
対
象

町
内
在
住
の
小
学
四
年
生
以

上
の
男
女
。（
町
内
在
勤
者
可
）

▼
定
　
員

七
十
名（
先
着
順
）
申
込
者
が
三

十
名
未
満
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▼
持
参
品

弁
当
・
水
筒
・
着
替
え
・
ア
イ

ゼ
ン
　
※
ア
イ
ゼ
ン
は
主
催
者
側
で
多
少

用
意
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

１
月
11
日
（
水
）
か
ら
１
月
21

日（
土
）
第
一
町
民
体
育
館
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

78
―
０
１
１
８
（
月
曜
休
館
）

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

☆
中
央
公
民
館
　
１
月
７
日
（
土
）
か
ら
２
月

２
日（
木
）ま
で

・
書
道
ク
ラ
ブ
遊
墨
会
（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
（
陳
列
ケ
ー
ス
）

☆
役
場
　
来
年
３
月
９
日（
金
）ま
で

・
油
絵
サ
ン
デ
ー
パ
レ
ッ
ト

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０

早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
住
民
の
か
た
を
対
象
と
し
た
簡
易
申
告
相

談
・
受
付
（
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を
作
成

致
し
ま
す
。
確
定
申
告
用
紙
不
用
）

▼
と
き
・
と
こ
ろ

３
月
12
日
（
月
）
か
ら
15

日
（
木
）
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

と
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

上
牧
町
役
場
地
下
大
会
議
室
。

役
場
職
員
相
談
・
受
付

【
ご
注
意
】
必
ず
①
〜
⑤
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

①
役
場
職
員
に
よ
る
確
定
申
告
の
相
談
・
受

付
は
、
給
与
（
年
末
調
整
末
済
）
、
公
的
年

金
な
ど
の
雑
所
得
、
医
療
費
控
除
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
簡
易
申
告
に

限
り
ま
す
。

※
相
談
人
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
開
催

日
の
午
前
・
午
後
の
部
と
も
五
十
名
程
度

を
限
度
と
致
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

税
務
署
へ
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当
所
得
、

不
動
産
・
株
式
等
を
売
却
し
た
と
き
の
譲

渡
所
得
（
分
離
課
税
・
第
三
表
使
用
）
、
損

失
申
告
（
第
四
表
使
用
）
、
消
費
税
に
係
る

申
告
等
は
受
付
て
お
り
ま
せ
ん
、
最
寄
の

税
務
署
に
て
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
地
区
相
談
会
で
は
、
税
理
士
・
税
務
署
員

が
申
告
を
受
付
け
ま
す
。
営
業
、
農
業
、

不
動
産
所
得
等（
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
等

を
必
要
と
す
る
申
告
）は
こ
の
会
場
で
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
前
年
の
金
額
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
前
年
の
申
告

書
の
控
え
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
会
場
で
も
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、
相
続
税
の
申
告

は
、
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
申
告
に
は
、
必
ず
印
鑑
と
源
泉
徴
収
票（
原

本
）
、
控
除
証
明
書
（
生
命
保
険
料
、
地
震

保
険
料
、
旧
長
期
損
害
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
）、
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保

険
料
、
任
意
継
続
保
険
料
の
領
収
書
）な
ど

を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。（
還
付
請
求
の
場

合
は
、
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
持
参

く
だ
さ
い
。）

④
本
人
控
え
に
収
受
印
が
必
要
な
か
た
は
、

税
理
士
・
税
務
署
員
の
受
付
会
場
や
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
役
場
職
員
の

相
談
・
受
付
会
場
は
、「
上
牧
町
役
場
扱
い
」

の
押
印
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

⑤
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
ま
す
と
、
町

県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
所

得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
か
た
で
国

民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

課
税
・
給
付
な
ど
の
際
に
正
し
く
計
算
す

る
た
め
に
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

町
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

税
務
課

役
場
内
線
１
２
３
番
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感染性胃腸炎とは、主にウイルスなどの微

生物を原因とする胃腸炎のことです。原因と

なるウイルスには、「ノロウイルス・ロタウ

イルス・アデノウイルス」などがあり、主な

症状は腹痛・下痢、嘔吐、発熱です。ロタウ

イルス・アデノウイルスによる胃腸炎は、乳

幼児に多く見られます。

（原因と感染経路）

ノロウイルスやロタウイルスなどのウイル

スが、人の手などを介して口に入ったときに

感染する可能性があります。（経口感染）

ノロウイルスによる感染性胃腸炎は、人か

ら人への感染と汚染した食品を介しておこる

食中毒に分けられ、次のような感染経路があ

ります。

１、感染した人の便や吐物や触れた手指を介

してノロウイルスが口に入った場合

２、便や吐物が乾燥して、細かなちりと舞い

上がり、そのちりと一緒にウイルスを体

内に取り込んだ場合

３、感染した人が十分に手を洗わず調理した

食品を食べた場合

４、ノロウイルスを内臓に取り込んだカキや

シジミなどの２枚貝を生や不十分な加熱

処理で食べた場合

（対策）

日頃からの予防方法としては、特に排便後

や調理・食事前には石鹸と流水でしっかりと

手を洗うことが大切です。また、食品中のウ

イルスは加熱により感染性をなくすことがで

きます。

食品の中心温度が、85℃で１分以上にな

るようにしっかり熱を通して食べましょう。

症状が出現した場合は、乳幼児や高齢者で

は下痢、嘔吐などによる脱水症状が生じるこ

とがありますので早めに医療機関を受診する

ことが大切です。下痢便や嘔吐物には大量の

ウイルスが含まれているため、その処理には

十分注意が必要です。

（汚物の処理）

・汚物を処理するときには使い捨て手袋、マ

スクを着用し、処理後は石鹸で十分に手を

洗いましょう。便や嘔吐物はペーパータオ

ルなどで取り除き、残った便や嘔吐物はペ

ーパータオルをかぶせ、その上から、50

倍から100倍に薄めた市販の塩素系漂白剤

（通常は５から10%次亜塩素酸ナトリウム）

を十分につかるように注ぎ、汚染場所を広

げないようにペーパータオルでよく拭きま

す。

（簡易な市販の漂白剤などの薄めかた）

塩素濃度約５%の場合

0.02%…トイレのドアノブや手すりなど環

境消毒に使用〔２　のペットボトル１本の

水に原液10 〕

0.1%…嘔吐物、下痢便が付着した場合の

処理に使用〔500 のペットボトル１本の

水に原液10 〕

（注意）塩素ガスが発生することがあるので、

使用時は十分に換気をしてください。

●

感
染
性
胃
腸
炎
を
防
ご
う
●

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
方
法
を
み
ん
な
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

少
子
高
齢
化
社
会
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
か
ら
、
団
塊
の

世
代
が
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
て

地
域
社
会
に
戻
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
社
会
が
変
り
つ
つ
あ
る
今
、

地
域
で
自
分
自
身
が
役
割
を
持
ち
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
？
一
人
ひ
と
り
が
、
楽

し
み
な
が
ら
地
域
社
会
で
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
講
座
を
開
き
ま
す
。

講
座
終
了
後
は
、
す
こ
や
か
サ
ポ
ー

タ
ー
が
（
前
回
ま
で
の
修
了
生
）
一
緒

に
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容

・
２
月
３
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
講
義
「
介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
知
り
、
よ
り

よ
く
活
用
し
ま
し
ょ
う
」、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

・
２
月
10
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

講
義
と
実
習
「
足
腰
を
痛
め
な
い
た
め

の
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
」

・
２
月
17
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
ま
で
。
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

午後１時30分から４時まで受付

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁

煙・生活習慣を改善したいなど、何

でもお気軽にご相談ください。

★妊婦さん集まれ！【2回開催】
とき・内容：【要予約】

１月10日（火)

午後１時30分から２時30分まで

助産師のお話

２月24日（金)

午後１時30分から２時30分まで

妊婦同士の交流会、栄養士のお話

対象者：妊娠されている方

持参品：母子健康手帳

対象者には個人通知します。

★乳児（３・10ヵ月児）健康診査
３ヵ月児

と　き：１月12日（木)

午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成23年９月16日から10月

12日生まれ。

10ヵ月児

と　き：１月12日（木)

時間は個人通知します

★乳児相談
と　き：１月10日（火）

午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と

保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・

離乳食など）。午後２時から２時

30分は交流会を行います（ふれあ

い遊び、保健師のお話：テーマ

「絵本」、保護者の交流）。交流会の

時間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：１月27日（金）

午前９時から11時までと午後１

時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児

と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て

など）。

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：１月27日（金)【要予約】

午前９時から11時30分までと

対象者：平成23年２月９日から３月

12日生まれ。

★１歳８ヵ月児健康診査
と　き：１月18日（水)

午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成22年５月１日から６月

18日生まれ。

★３歳児健康診査
と　き：１月26日（木)

午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成20年７月15日から８月

26日生まれ。

お願い

乳幼児健診時の窓口対応

健診時は予防接種予診票・母子健
康手帳などの窓口での発行業務を
お待たせすることがあります。

講
義
と
実
習
「
元
気
を
維
持
す
る
食

事
を
知
り
ま
し
ょ
う
」
手
間
が
少
な

い
食
事
づ
く
り
。

・
２
月
24
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
高
齢
者
の
生
活

実
態
と
閉
じ
こ
も
り
予
防
に
つ
い
て
、

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
」

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　

▼
対
　
象

地
域
で
活
躍
し
た
い
か
た
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
た
い
か

た
。

▼
定
　
員

三
十
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

無
料
（
調
理
実
習
は
実
費
）

▼
申
込
方
法

１
月
10
日（
火
）
午
前
８

時
30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策

課
窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

毛
糸
の
帽
子
編
み
方
教
室

参
加
者
募
集

▼
と
　
き

１
月
18
日（
水
）・
25
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
頃
ま
で

両
日
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
保
健

指
導
室

▼
募
集
人
数

十
名

▼
費
　
用

無
料

▼
持
参
品

並
太
毛
糸
一
一
〇
ｇ
、
八

号
棒
針
二
本
、
と
じ
針

▼
申
込
方
法

１
月
５
日（
木
）
午
前
８

時
30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策

課
窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

プレイルーム利用日について

時間は平日の午前９時から午
後５時です。１月12日（木）、
18日（水）、26日（木）の午後は、
健診などで混み合います。
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通信販売で申し込む前に、 
返品できるかどうかを確認してから！！ 
　先月掲載したクーリング・オフ制度が適用されるのは、原則不意に商品の購入やサー

ビスの提供を進められて契約したときです。 

　インターネットやテレビ・郵便などの通信手段を使って商品の購入やサービスの提供

を申し込む通信販売の場合は、その商品を購入するかどうかをしっかりと検討してから

契約することを決めていて、不意打ち性はないと考えられ、クーリング・オフは適用さ

れません。しかし店舗などで商品を購入する場合とは違って、商品を手に取って確かめ

てから購入することはできないので、返品特約が設けられています。 

 

＜返品に関する条件（返品特約）は広告で確認＞ 

　返品特約に関する事項は広告に表示する必要があります。 

・返品できる場合は、返品期間や返品費用はどちらが負担か 

・返品できない場合は、できないことを広告に記載する必要があります 

　通信販売では、返品特約は業者によって扱いが違います。必ず広告で確認してから申し込むよ

うにしましょう 

 

＜広告に返品特約の記載がないときは、商品が届いた翌日から8日間は返品OK＞ 

　広告に返品に関する記載がないときは、原則として商品到着後8日間なら返品できます。ただ

し返品時の送料は消費者が負担しなければなりません。 

 

＜購入前に業者の連絡先も忘れずチェック＞ 

　いざという時に連絡がとれるように、ショップの連絡先、特に電話番号がきちんと記載されて

いるかを確認しましょう。 

 

　通信販売は商品を実際に手にとる前に契約するので、イメージと違うなど返品したくなること

も多いはずです。そんな時に備えて、返品に関する条件（返品特約）は必ず契約前に確認しましょう。 

 

 

 

 

 

　お持ちの古い石油（灯油）を使う器具、特にこれまで長く使ってきなかった器具はリコール対象

品ではありませんか？お使いになる前にリコール対象品ではないかをご確認ください。該当した

場合は、使うことをやめ、事業者に連絡しましょう。 

　また火災などの事故を防ぐために、給油の際に灯油を漏らさない、器具のそばで洗濯物を干し

たり、器具の上に衣類をつるさない、就寝時や外出時は必ず消火するなど、器具を正しく使いま

しょう。 

　リコール対象品のリストは消費生活相談室にあります。消費生活相談室にお問い合わせくださ

い。または下記の近畿経済産業局ホームページでも確認できます。 

http://www.kansai.meti.go.jp/3-3seihinanzen/syohianzen/111026_Press/111026_Press.html

近畿経済産業局からのお願い 

「石油ストーブ・石油ファンヒーターによる事故をなくそう！」 
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 78－9903

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 

31

1月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

石巻赤十字病院の100日間
由井りょう子著　小学館

これでおしまい
佐藤愛子著　文藝春秋

老いて人間が丸く
なったというより
怒るのは飽きたと
言う著者は今年八
十七歳。日常とり
とめもなく思うこ
とや、自分の老い
について綴った
「我が老後」シリ
ーズ。

小さなバイキングビッケ
ルーネル・ヨンソン著　評論社

オペラ座の怪人や
サウンド・オブ・
ミュージックなど
の代表的な作品の
分析を通して、台
詞と歌と踊りが織
り成す舞台芸術と
いわれるミュージ
カルの魅力とは何
かに迫ります。

深読みミュージカル
本橋哲也著　青土社

火を使った
料理の途中
で目を離し
たら燃えだ
して大変な
ことに。そ
んなときは

どうすればいいかをお話しを通し
て伝える紙芝居です。他にも地震
や避難訓練の紙芝居があります。

おれさまは、カジノモト！ 防災紙芝居
高橋由為子著　童心社

勇ましいバイキン
グにまじって、力
でなく知恵で勝負
するゆかいな少年
ビッケのお話しが
新訳で復刊しまし
た。最初の刊行は
1963年ですが、
現在でも楽しく読
めます。（児童書）

東日本大震災で
援護の拠点とな
った病院での災
害医療活動の記
録。電気と水道
が止まり、食糧
や医療品まで底
をついて何が出
来るのか…、読
んでいて胸が熱
くなります。

各
地
で
原
子
力
発
電
所
が
停
止
す
る
事
態
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て

関
西
電
力
か
ら
12
月
19
日（
月
）か
ら
３
月
23
日

（
金
）ま
で
の
平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
間
前
年
比
で
10
％
以
上
の
節
電
の
協
力

要
請
を
受
け
て
い
ま
す
。

皆
様
も
家
庭
で
で
き
る
冬
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

夏
の
電
力
需
要
は
平
日
の
午
後
２
時
頃
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
ま
す
が
、
冬
の
電
力
需
要
は
朝
か

ら
夜
に
か
け
て
全
体
的
に
長
く
、
な
だ
ら
か
な

カ
ー
ブ
を
描
く
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
特
に
家

庭
に
帰
宅
す
る
夕
方
よ
り
増
え
始
め
ま
す
。

家
庭
で
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
ま
で
で
、

特
に
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
の
節
電
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
節
電
お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
１
２
０
―
９
１
１
―
７
７
７

（
通
話
料
無
料
）

節
電
に
ご
協
力
の
お
願
い

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne . jp/̃kanmaki/
・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

★1月のお話会ピーターパン★

17日（火）
午前10時30分から

14日（土）・28日（土）
午後２時から

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/̃ kanmaki/

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで。

特
定
最
低
賃
金
が
改
定

特
定
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

☆
は
ん
用
、
生
活
用
、
業
務
用
器
機
器
具
製

造
業

時
間
額
七
百
九
十
七
円

☆
重
機
関
係
製
造
業

時
間
額
七
百
九
十
七
円

☆
自
動
車
小
売
業

時
間
額
七
百
九
十
七
円

☆
木
材
・
木
製
品
、
家
具
・
装
備
製
造
業

時
間
額
八
百
十
六
円
。
日
額
六
千
五
百
二

十
七
円

☆
奈
良
県
最
低
賃
金

時
間
額
七
百
九
十
七
円

▼
問
合
先

奈
良
労
働
局
労
働
規
準
部

０
７
４
２
ー
32
ー
０
２
０
６
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世帯数....................9,752(＋12)

男　性.................11,458(＋４)

女　性.................12,554(＋８)

合　計.................24,012(＋12)
（ ）は前月比

平
成
23
年
11
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください
76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください
0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。
当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：秘書課　 役場内線222番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：先着申込順5名
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん
でください。（相談日の1週間前から
申込受付。） 役場内線125番

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時
毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室

と　き：毎週月曜日 午後1時～5時
毎週水曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場二階相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校
と　き：１月13･27日、２月10日

午前11時～午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校
と　き：１月20日、２月３日

午前11時～午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）
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